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長岡 ビッグプロジェクトが旗揚げしました。まず、

光医療産業バレー研究会への期待などについてお話し

下さい。構想の提言者である田島所長から経緯を含め

てお願いします。

田島 2005年6月に、けいはんなプラザで「知の発信」

公開講演会が開かれた際、光医療のお話しをしたのが

最初です。たまたま京都府文化学術研究都市推進室の

方が興味を示され、早速構想を図にしてもらえました。

研究団体、大学、企業などに加えて「光医療バレー勉

強会」の名が使われていました。最終的な産業バレー

の姿をも予測した図で、大変なことを考えておられる

と感じました。同じ年の9月にけいはんな新産業創

出・交流センターの「けいはんなサイエンス・カフェ」

でも学研都市内の企業の方々に向けて同様のお話しを

しました。光技術の産業利用として、一部の企業との

コラボレーションも実現しました。けいはんな新産業

創出・交流センターの提唱で「光医療産業バレー勉強

会（現・研究会）」が発足して3年近くが経過し、皆さ

ん方のエネルギーも高まってきました。ちょうど助走

基 礎研究を実社会に役立てる
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を終えた段階で、エネルギーを具体的なアクションに

するのはこれからです。

長岡 第二段のロケットに点火されたということで

すね。金井先生の研究会への期待は…。

金井 まず医者・研究者としての立場から申し上げ

ますと、けいはんなの地に光をテーマにした世界的な

研究が存在します。研究を研究で終わらせず、何らか

の形で患者さんに還元するためにどうすべきかを考え

ねばなりません。研究会への期待は、こうした動きを

盛り上げてゆくための研究者間の連携を図ってもらう

ことです。また、臨床に反映させるまでには多くのス

テップを踏まなければなりませんので、そのシステム

作りも必要です。臨床応用には産学連携ということで

産業化が前面になりそうですが、一方で、本来は地味

な基礎研究の蓄積―つまり、最初は何に役に立つか分

からないような本質的で地道な研究―の中から、臨床

に展開しうるような研究が出てきたということも忘れ

てはいけないと思いますので、研究会では基礎研究を

も大事にしてもらいたいと思います。次に、京都府

の立場からも申し上げるとしますと、京都府として

は常に「どうすれば成果を府民に還元できるか」と

いうことを考えます。ですので、研究会へは、“光を

使った医療の実現”を進めることによって、地元け

いはんな学研都市が活性化するとともに、京都府が

ん医療が向上して京都府民の健康長寿につながれば、

ということを期待しています。さらにもっと大きな

夢を申し上げますと、京都は観光都市として世界的

に有名ですが、これを契機に、観光だけでなく医学

分野でも「世界の京都」としてアピールできれば、

と思っています。

長岡 ありがとうございました。では、野田先生。

野田 私の専門は物理学の研究で、基礎科学を主に

してきましたので、研究が産業界にどう役立つのか、

という視点は今まであまりありませんでした。研究会

に参加して、産業界の人たちと話し合う機会を持つよ

うになりました。これまでは研究に必要なものを発注

する立場として企業と付き合うことが中心で、基礎研

究の結果に基づき共同で特許化したりしたことはあっ

ても最終的な産業化まで視野に入れて「共に開発しよ

う」という姿勢での付き合い方は今回が初めてです。

理学研究科の学生が特にそうなのかも知れないのです

が、事実を解明しようということが主眼で、それが世

の中のためにどう役立つかという視点をほとんど持っ

ていないのが実情です。この研究会への参加などで、

できるだけ若いうちからそういうものに触れる機会を

持てば、視点も変わってくるのではないでしょうか。

光医療産業バレーということで、粒子線治療の普及が

重要な課題ですが、もう一点、光医療産業の拠点とし

て産業を興し、雇用を創出することを期待します。少

子高齢化が進む原因に、安定した雇用が確保されてい

ない事情もあると思います。この拠点が社会に対して

積極的に働きかけ、雇用を創出することで、社会に貢

献できるまでに発展することを願っています。けいは

んな学研都市から、そうしたムーブメントを起こして

ほしいと思います。

長岡 民間企業技術者の時代は「学研都市には優秀

な研究はあるが、あまり実用的なものは生まれていな

い」という意識で、むしろ海外に目を向けていました。

ところが、2005年4月にけいはんな学研都市のお世話

をすることになり、「けいはんな学研都市が注目され

るような大きなムーブメントを興さなければ」と考え、

それにふさわしいのは光医療産業バレー構想だろう

と、感じました。ねらいは、皆さんがご指摘になった

ようにけいはんな学研都市の発展です。それをベース

に関西の経済を復興し、雇用を拡大し、同時に地域の

人たちに貢献する。京都府の南部は医療過疎地だとの

極論もあるようですが…。

金井 と言うよりは、人口の増加に医療がついて行

けていないところがあると思います。

地元の先生方はかなり頑張っておられます。研究会が

発展してゆく中で、地元の先生方とよりよく情報交換

をし、臨床現場におけるニーズを教えていただきなが

ら進めていければ、構想は完成度の高いものになるの

ではないでしょうか。

長岡 去年の国際フォーラムでは、地元医師会の先

生方とお話をしましたが、開業医の先生方が研究会に

参加しようという機運にはなっていないようです。

金井 情報が十分に行き渡っていないために、まだ

認識されていないのではないでしょうか？

田島 私がお世話になっている開業医の先生は（プロ

ジェクトについて）ご存知でした。参加意欲もお持ちで

す。多忙なために、思うように参加できないようです。

田島 先ほど、野田先生が「若者が頑張れる社会の大

切さ」を指摘されましたが、まったく同感です。私は

けいはんな学研都市に5年前に来ました。非常にいい土

地だと感じていますが、産業があまり見当たりません。

これだけ優秀な人たちがいて、研究所もいっぱいある

のに、なぜ産業につながっていないのか、不思議に感

じています。やればできるのだと、私は思います。

野田 うちの院生を見ましても、民間に就職すると

なると東京に出て行ってしまいます。雇用がそちら

（東京）にしかないためです。この状況を打破しない

と、関西地区の地盤沈下は食い止められない。アイデ

アと気力に富む若い人たちがベンチャー企業を立ち上

げようとする時に、そのスタートを保証できる仕組み

が必要です。バレーがベンチャーの拠点になっていく

よう期待したい。ファンドを含めて実現できれば、日

本をリードしていけると思います。

田島 アメリカでの経験から、やればできると考え

ています。だけど、現実にはやられない。実在する障

害はないのですが…。けいはんなは自然環境、知的環

境とも優れていて、起業風土もある。後はやるという

ことです。100回トライして１回成功する程度かもし

れませんが、トライしないとだめです。

長岡 産業化をターゲットにした活動は今回のビッ

グプロジェクトが初めてですか。

田島 本格的なのは初めてです。口では産業化の重

視を言っていますが、研究所を挙げて“血道をあげる”

ように、皆が総力を傾けて取り組むのは初めてです。

長岡 野田先生も初めてですか。

野田 私達がやってきた基礎科学は、金は儲からな

いというか、出費するのが当たり前というセンスです。

だから、最近は昔に比べて難しくはなりましたが、企

業の方にはとにかく泣いてもらうというケースが多か
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ったように思います。「今回限りにして下さいね」と

言われることも度々ありました。そういう赤字覚悟の

世界しか知らなかった訳です。「これで製品として売

れるか？」「私達の活動がそれ自身として経済的に成

り立つか？」という、このような観点に立って取り組

むのは今回が初めてですね。

長岡 この研究会の2大柱は、まず粒子線加速技術を

ベースにした広がりです。それに、金井先生たちに音

頭をとっていただいているひかり医療センターです。

大いに期待しているのですが…。

金井 ひかり医療センターのコンセプトは先にお話

ししましたように、ここでの研究成果を実際の臨床に

還元して京都府民の健康長寿につなげることであり、

また地元けいはんな学研都市の発展を図ることにあり

ます。医療センター構想はその中の一部分なのですが、

ここでは主に地域連携のシステムを構築することを重

要視しています。

田島 そうした企画をされていることに、大変嬉し

く思います。

長岡 そのような医療センターがこの地にできると、

京都府民の皆様は勿論のこと、奈良県北部、大阪府東

部の住民の皆様にも恩恵が大きいので頑張っていただ

きたいと思います。

金井 地域の先生方が共同利用できる地域連携シス

テム、光に関する研究部門、光の一種である粒子線を

用いた治療部門、の3つが一体となるようなしっかり

した仕組みが出来上がれば、研究が100％完成しなく

ても、途中段階に出てくる様々な研究成果を順次患者

さんに還元していけるのではないかと思っています。

ですから、そのフローを作ることが重要です。

田島 私たちの革新的がん治療器の研究プロジェク

トは、一応10年計画で提案しました。がんを殺せるよ

うな加速器を作るには相当の時間がかかるからです。

しかし、光ファイバーなどの技術であれば2、3年でい

ろんなことができるようになります。がんも大事です

が、むしろそれ以外に利用できる技術が手前にいっぱ

いあり、それらを利用しないともったいない。広い間

口で採りあげてもらった方が、我々としても貢献しや

すい。光ファイバーで診断するとか、（患部を）焼い

てしまうとかいう、内視鏡に近いものですが、これな

ら2、3年のタイムスケジュールでできます。10年とい

うと、企業はかなり疲れてしまいます。

長岡 そうですね。10年間アウトプットがないとい

うのは、企業にとってきつい事ですね。

田島 3年でも長いという企業もあります。もう少し

近いところで成果を上げることを考え、3年ぐらい、

あるいは5年ぐらいでできる可能性のある研究から緒

に付けなければなりません。

金井 大きな最終成果まで待たなくても、研究段階

で様々な良い成果が出てくるでしょうから、それらを

もその都度治療・臨床に結び付けるように考えると良

いかもしれません。通常、研究から臨床の間にはたく

さんのハードルがあります。途中段階で、その都度臨

床に展開していければ、これらのハードルを越える一

定のフローを作れますので、大きな研究成果を得た場

合も臨床につなげやすくなるのではないでしょうか？

金井 一つの機関だけでなく、複数の大学や研究機

関が一緒になって知恵を出し合った方が効果も大きい

と思います。地域的にも、京都だけではなく広く連携

できるようなシステムになれば、さらに良いなと思い

ます。

野田 バーチャル・ネットワークを通じて、全国的

に連携をとれるような体制が望ましいですね。

田島 関西の全大学が包括的にテーマに取り組む

“包括大学院”といったものがあればいい。どこかが

音頭をとられてやれば、実現できるのではないでしょ

うか。それくらいにしないと（研究面での）臨界質量

を超えられない。

田島 我々の力を強めるため、神戸・ポートアイラ

ンドに作られるスーパーコンピュータの活用を考えた

い。使いこなせば、我々の研究にはずみがつく。光医

療での画像診断を考えると、ヘビーな情報処理が必要

で、スーパーコンピュータなら秒単位で処理されたデ

ータが医者の許に届くでしょう。また、研究面でも他

にはできないユニークな研究が可能になる。

野田 もう一点、医療センターをお考えになるのな

ら、人材の養成と、その活躍の場の確保を是非考慮

していただきたい。目下、医学物理士の養成で、コ

ースを作ろうとしています。学生達は活躍の場がど

のようなものなのか、厳しく見つめているので、具

体的に提示してもらえれば反響は大きなものがある

と思います。

長岡 期待が高まっておりますので、よろしくお願

いします。

長岡 ところで、田島所長が革命的がん治療器の根

本原理となっているレーザー駆動粒子線加速の原理を

発明されたのは、すごい構想力です。思いつかれたき

っかけは？

田島 米国勤務当時に上司からピラミッド建設の謎

で示唆を受けました。重機もない時代に、巨大な石積

みをするには人力でするほかなかった。数百人の人力

が、物理学の用語で言うコヒーレントに（同じように

集団的に）動いて大きな力になった結果です。集団的

な力で加速することを集団的加速と言うのですが、小

さい粒子のエネルギーで巨大な粒子を加速すること

は、集団的加速の代表例です。昔は電子のような速度

の遅い小型粒子で大型粒子を加速することを考えてい

ましたが、大型粒子群のスピードが分散し、安定に加

速することができませんでした。私は、光の粒子で加

速すると、光速より上の速度はないので、全ての粒子

の速度が光速に張り付き、速度のバラつきを抑えるこ

とができるのではないかと考えました。’78年にレーザ

ー加速の理論構築が出来、翌年に論文を発表しました。

長岡 集団的加速というのは、ピラミッドで言えば

巨大な石が弱々しい人のコヒーレントな力、集団的な

力で動くという…。

田島 昔は電子ビームでイオンを加速する試みが行

われていましたが、電子ビームによるコヒーレントな

加速は成功せず、レーザー光を使うようになって、研

究は世界的に大きな進展を見せるようになりました。

今のレーザー加速の加速勾配は当時の電子ビームに対

して、千倍から１万倍も強くなります。沢山の粒子が

コヒーレントに動くことによって非常に大きな場を発

生できます。ピラミッドでは沢山の奴隷を集めてその

人力で巨大な石を動かすように、光の粒子が位相を合

わせて動くようにレーザーを仕組んでやると、光子が

多量の他の粒子を加速します。ここで大事なことは、

粒子を動かす元がレーザーの光であることです。光速

というのは粒子がそれ以上の速度で走れない速度で

す。光速で動いている構造は、それより速く粒子が飛

び越せないので必ず光速に集まり、安定だと考えられ

ます。加速構造を安定させるには、光で走るものを按

配してやればよいのです。

長岡 レーザーは光だから加速構造を安定させるこ

とができるのですね。

田島 高速の波は光の速度を超えられない。従って

波がせり立つほど鋭くなり、コヒーレント性も集団的

加速も良くなる。その性質に気づきました。

長岡 最後に夢を語って下さい。

金井 けいはんなが活性化し、京都が観光だけでな

く医療産業の面でも「世界の京都」としてアピールで

きるようになれば、と思います。

野田 けいはんなのバレーで皆がコヒーレントに動

けば、鬼に金棒ではないでしょうか。

長岡 落ちがつきました。長時間ありがとうござい

ました。

心をコヒーレントにし
光医療の加速を

出典：“粒子線がん治療普及に向けた勉強会”「粒子線がん治療の　
普及に向けて」
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「通信をめぐる安心・安全・効率を追求し、次世

代コミュニケーション環境を創造する」を企業理念

に掲げている。現在、世界中に張り巡らされている

情報ネットは、急速に増大するデータ量の一方で、

回線の環境改善が追いついていない。システムとし

て出来上がってしまったこれら情報インフラを一挙

に更新することは不可能。現在の情報処理・通信環

境の下、安心・安全・効率の工夫を重ねるしかない。

在来線の軌道を使ってスピードと輸送力の大きな新

幹線を運転するのに似ている。

大容量のデータを高速・安全に転送するシステム

として開発した『デジ急便』は、同社の基礎技術で

あり、主力商品である。１GB（ギガバイト）を90秒

で転送するスピード、DVDをまるごと転送する容量

の大きさに加えて、専用サーバを使うことによって、

発信側で暗号化されたデータは受信側の装置で初め

て復号化されるため、セキュリティも高い。

かつて、容量の大きなデータ、例えば３次元のデ

ータを含む設計図などのやり取りは、盗まれるかも

しれないというリスクを負いながら時間をかけて通

信するか、人によるデータパックの輸送に頼ってい

た。終業後の深夜から未明にかけて長々とシステム

を作動させるのも珍しくなかった。それが、最先端

を行く企業に避けられない一種のステイタスのよう

に見られてもいた。時差のない国内のやり取りには

問題はないが、国際化が進展するに従って、伝送に

数時間を要する処理のあり方は、適合しなくなって

きた。人によるデータパックの輸送は、信頼度は高

いが、コストや能率の点で問題が多い。

「デジ急便」の伝送能力は、一般のソフトに比べ、

国内長距離で4.6倍、海外の回線状態の良い環境で10

倍、海外の一般的な回線環境で15倍という実測結果

を得ており、セキュリティ面にも自信がある。

この基礎技術からこれまでに

ない商品展開が期

待できる。例えば、

身近なカタログ販売

を例に取ってみる。

通常、消費者は分厚

いカタログを繰りな

がら好みの商品を探

し、発注する。「デジ急

便」の基礎技術を活用

した商品「高速E-BOOK」

は、パラパラとカタログ

をめくる感覚で消費者の

パソコン画面に商品を表

示する。すばやい検索と、
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発注処理もできる。ページを繰るスピードは、従来の

ソフトでは実現できない速さを誇る。

また、この技術は情報社会におけるインフラ面で

も期待できそうだ。

阪神大震災以来、各地で地震が続発し専門家の間

で「日本列島が地震の活動期に入った」とする説が

ある。先の中越沖地震では、自動車の部品メーカー

が大きなダメージを受けて、各メーカーが製造ライ

ンを数日間、止めざるを得なくなった。リスク分散

を改めて考えさせられる事態であった。

企業にとって、自社のインフラやデータのバック

アップ対策が気になる。安全地帯にデータを蓄積し

ておく備えが要る。国内の出来るだけ遠隔の地、場

合によっては外国にバックアップ施設を考える企業

もある。高速・大容量の通信は情報社会において欠

かせない。

もう少し先、人々の生活の利便性を飛躍的に高め

るユビキタスコンピューティングの時代を考えると、

安心・安全で効率の良い通信ソフトに対する需要は

高まる一方だろう。

この2年間で、情報通信の周辺ソフト10件を製品

化できた。進化の早いIT業界らしく、開発のテンポ

は速い。けいはんな新産業創出・交流センターの支

援を受けて、学研都市内の大学、施設、企業を中心

に取引先を拡大している。

サービスを売る若い企業にとって、製品を広く知

ってもらい、実績を積み上げることが販路拡大の課

題になっている。買ってくれた取引先で製品のアフ

ターフォローをしながら技術の検証を行う。顧客と

のやり取りの中から新たなニーズを引き出すことも

少なくない。

水原社長は「自分の力でニーズを掘り起こした後、

製品化し、アフターフォローをする。いわば職人的

な仕事が自分にとって最も満足度が高い」と判断し

て起業を選んだ。不可能を可能にし、その結果を見

ることが出来る魅力に惹かれたとも言える。株式会

社クレアリンクテクノロジー水原社長の熱意が伝わ

る。これからの活躍に期待したい。
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